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第1章
実績から見た
日本の政府開発援助

課題別研修「生活改善アプローチを通じた持続的農村開発」を通じて、エルサルバドルのモラサン県グアロコクティ村の家
族が提案したアクションプランを実施し、住居環境が改善したことを生活改善ネットワーク「REDCAM」の活動の受益者が
JICAおよびFAO職員に説明している様子（写真：エルネスト・マンサーノ／ JICA）

＜ 実績の分析 ＞
2015年の日本のODA実績（支出総額ドルベース）

は、前年（2014年）に比べ約5.6％減で、経済協力
開発機構（OECD）の開発援助委員会（D

ダ ッ ク
AC）〈注3〉

加盟国における順位は、米国、ドイツ、および英国に
次いで第４位となりました。また、支出純額ドルベー
スでも約3.0％減で、順位は、米国、英国、ドイツに
次ぎ第４位となりました。
円ベースでのODA実績は、無償資金協力、技術協

力、有償資金協力、多国間援助（国際機関への出資・
拠出等）のいずれの援助形態においても前年比で増加

していますが、為替がドル高円安方向に推移したこと
により、ドルベースでのODA実績は支出総額、支出
純額のいずれも前年に比べ微減となっています。
2015年ODA実績の内訳は、支出総額では二国間
ODAが全体の約79.7％、国際機関に対するODAが
約20.3％、支出純額では、二国間ODAが全体の約
66.8％、国際機関に対するODAが約33.2％です。
二国間ODAは、日本と被援助国との関係強化に貢献
することが期待されます。一方、国際機関に対する
ODAでは、「日本の顔」も見える形で専門的知識や政

注１：	支出総額（グロス）と支出純額（ネット）の関係は次のとおり。
	 支出純額=支出総額－回収額（被援助国から援助供与国への貸付の返済額）
	 援助実績の国際比較においては、通常支出純額が用いられている。
注２：	 卒業国向け援助を除く。「卒業国を含む」実績値について、詳しくは図表Ⅲ-13（208ページ）をご覧ください。
注３：	 経済協力開発機構（OECD：Organisation	for	Economic	Co-operation	and	Development）の開発援助委員会（DAC:	Development	Assistance	

Committee）

2015年、日本の政府開発援助（ODA）の支出総額は約150億2,862万ドル（約１兆8,185億円）で世界第４
位、政府貸付の回収額を差し引いた支出純額〈注1〉は約92億282万ドル（約１兆1,136億円）で世界第４位の実
績でした。〈注2〉
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図表 Ⅱ-1 　2015年の日本の政府開発援助実績

2015年（暦年） ドル・ベース（百万ドル） 円ベース（億円）

援助形態 実績 前年実績 対前年比
（％） 実績 前年実績 対前年比

（％）

無償資金協力 2,622.52 2,566.75 2.2 3,173.31 2,716.84 16.8 

　（うち、債務救済） － － － － － －

技術協力 2,368.65 2,630.07 -9.9 2,866.12 2,783.87 3.0 

贈与計（A） 4,991.17 5,196.82 -4.0 6,039.43 5,500.71 9.8 

政府貸付等（D）＝（B）ー（C） 1,156.27 931.81 24.1 1,399.12 986.30 41.9 

　（貸付実行額）（B） 6,982.07 7,373.06 -5.3 8,448.46 7,804.20 8.3 

　（回収額）（C） 5,825.80 6,441.25 -9.6 7,049.35 6,817.90 3.4 

　二国間政府開発援助計（総額ベース）（A）＋（B） 11,973.24 12,569.88 -4.7 14,487.89 13,304.91 8.9 

　二国間政府開発援助計（純額ベース）（A）＋（D） 6,147.44 6,128.63 0.3 7,438.54 6,487.01 14.7 

　国際機関向け拠出・出資等（E） 3,055.38 3,354.66 -8.9 3,697.09 3,550.82 4.1 

政府開発援助計（支出総額）（A）＋（B）+（E） 15,028.62 15,924.54 -5.6 18,184.98 16,855.73 7.9 

政府開発援助計（支出純額）（A）＋（D）+（E） 9,202.82 9,483.29 -3.0 11,135.63 10,037.83 10.9 

名目GNI速報値（単位：10億ドル、10億円） 4,313.63 4,786.40 -9.9 521,958.60 506,628.60 3.0 

対GNI比（％） 0.21 0.20 0.21 0.20 

治的中立性を持った国際機関を支えることを通じて、
直接日本政府が行う援助が届きにくい国・地域への支
援も可能になります。日本は、これらの支援を柔軟に
使い分けるとともに相互の連携を図り、適切に援助が
供与されるよう努力しています。
無償資金協力は、開発途上地域の開発を主たる目的

として同地域の政府等に対して行われる無償の資金供
与による協力です。また、無償資金協力では大きな災
害が発生したときなど開発途上国や国際社会のニーズ
に迅速かつ機動的に対応することができ、国際社会の
安定確保や日本のリーダーシップを発揮できる大きな
政策的効果があります。技術協力は、日本の知識・技
術・経験を活かし、開発途上地域における経済社会開
発の担い手となる人材の育成を行う協力で、開発途上
国の技術水準の向上、制度や組織の確立や整備などに
役立ちます。また、技術協力は“人と人との接触”を
通じて実現され、人の往来が基本となる援助形態であ
るため、両国国民レベルでの相互理解に果たす役割は
大きいといえます。有償資金協力（政府貸付）は、資
金の供与の条件が開発途上地域にとって重い負担にな

らないよう、金利、償還期間等について緩やかな条件
が付された有償の資金供与による協力です。無償資金
協力と比較して、有償資金協力には大規模な支援を行
いやすく、開発途上国の経済社会開発に不可欠なイン
フラ建設等の支援に効果的です
以上の援助手法別に見ると、二国間ODAでは、無
償資金協力として計上された実績が約26億2,252万
ドル（約3,173億円）で、ODA支出総額の実績全体
の約17.5％となっています。うち、国際機関を通じ
た贈与は、約14億2,285万ドル（約1,722億円）で
全体の約9.5％です。技術協力は約23億6,865万ドル
（約2,866億円）で、全体の約15.8％を占めています。
政府貸付等については、貸付実行額は約69億8,207
万ドル（約8,448億円）で、ODAの支出総額全体の
約46.5％を占めています。貸付実行額から回収額を
差し引いた純額は、約11億5,627万ドル（約1,399
億円）となっています。また、債務救済については、
2014年に引き続き、2015年も実績はありませんで
した。

＊1	 四捨五入の関係上、合計が一致しないことがある。
＊2	 ［－］は、実績が全くないことを示す。
＊3	 卒業国向け援助を除く。（卒業国向け援助を含めた実績については208

ページの「図表Ⅲ-13　2015年の日本の政府開発援助実績」を参照。）
＊4	 ここでの「無償資金協力」は、債務救済および国際機関を通じた贈与（国

別に分類できるもの）を含む。
＊5	 換算率：2014年＝105.8475円/ドル、2015年＝121.0023円/ドル

（OECD-DAC指定レート）

＊6	 卒業国とは、262ページの「図表Ⅲ-37/DAC援助受取国・地域リスト」
の記載から外れた国をいう。

＊7	 DAC加盟国以外の卒業国で支出実績を有するのは次の17か国・地域（ア
ラブ首長国連邦、イスラエル、オマーン、クウェート、サウジアラビア、
シンガポール、セントクリストファー・ネーヴィス、トリニダード・トバ
ゴ、[ニューカレドニア]、バーレーン、バハマ、バルバドス、ハンガリー、
[フランス領ポリネシア]、ブルネイ、[香港]、ルーマニア）。
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　地域別の二国間ODAは次のとおりです。支出総額
（支出純額）の順。
　（以下の実績値は、卒業国向け援助を含む。）
▶アジア：約63億3,308万ドル（約16億2,633万ドル）
▶中東・北アフリカ：約14億2,053万ドル
　（約８億6,376万ドル）
▶サブサハラ・アフリカ：約18億6,698万ドル
　（約17億8,880万ドル）

▶中南米：約４億3,776万ドル（約－1,672万ドル）
▶大洋州：約１億2,911万ドル（約１億1,162万ドル）
▶欧州：約１億1,178万ドル（約4,812万ドル）
▶複数地域にまたがる援助：約16億9,388万ドル
　（約16億9,388万ドル）
（マイナスは貸付などの回収額が供与額を上回ったこ
とを示します。）

図表 Ⅱ-2 　日本の二国間政府開発援助実績の地域別配分の推移

＊1　 1990年以降の実績には卒業国向け援助を含む。
＊2　 複数地域にまたがる援助等には､複数地域にまたがる調査団の派遣等、地域分類が不可能なものを含む。
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図表 Ⅱ-3 　主要DAC加盟国の政府開発援助実績の推移

■

■

支出総額ベース
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出典：DACプレスリリース、DAC統計（DAC Statistics on OECD.STAT）
＊1　卒業国向け援助を除く。

支出純額ベース

（暦年）

（百万ドル）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

0 20152014201320122011201020092008200720062005200420032002200120001999199819971996

20152014201320122011201020092008200720062005200420032002200120001999199819971996

12,903

9,439 9,358

12,565

10,640

13,176

12,163

15,141

13,508

16,300

9,847

12,625

9,283

12,230

8,880

12,971

8,922

16,176

13,126

18,619

11,136

17,064

7,697

13,584

9,601

17,475

9,467

16,451

11,058

18,865

11,086

20,247

10,605

18,662

11,469

22,414

9,483

9,203

15,029

日本 米国 英国 フランス ドイツ イタリア カナダ

15,925



2016年版　開発協力白書26

図表 Ⅱ-4 　DAC諸国における政府開発援助実績の国民1人当たりの負担額（2015年）

（ドル）

出典：DAC統計（DAC Statistics on OECD.STAT）
＊1　支出純額ベース。
＊2　卒業国向け援助を除く。
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図表 Ⅱ-5 　DAC諸国における政府開発援助実績の対国民総所得（GNI）比（2015年）

出典：DAC統計（DAC Statistics on OECD.STAT）
＊1　支出純額ベース。
＊2　卒業国向け援助を除く。
＊3　1970年、国連総会は政府開発援助の目標を国民総生産（GNP）（現在は国民総所得（GNI））の0.7パーセントと定めた。
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図表 Ⅱ-6 　日本の政府開発援助実績の対国民総所得（GNI比）の推移
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